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［１］．概　要

　　　本装置は,ﾌｨﾙﾀｰの通気特性を測定するもので、設定した値でﾏｽﾌﾛｰｺﾝ

　　ながら圧力や流量をﾊﾟｿｺﾝと I/F ﾎﾞｰﾄﾞを用いて計測していきます。測定

　　ｸﾞﾗﾌ表示や現在値表示、或いは、保存や固有ﾌｫｰﾏｯﾄでの印刷出力等を行

　　等で利用するように CSV 形式への変換機能を持たせます。本ｿﾌﾄは、Wi

　　言語は、VB6.0 と C++による DLL とで作成致されています。

［２］．仕様要項

　　（Ａ）．ハード構成図

　･　(α)部は、通気方向を(ｲ)、(ﾛ)に切換える機能を有し、各ｽﾃ

　操　作　説　明　書

―フィルター通気特性測定装置用―

(各ｽﾃｰﾀｽ信号)
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ﾏｽﾌﾛｰｺﾝﾄﾛ
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ﾄﾛｰﾗへの出力制御を行い
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　　（Ｂ）．ソフト構成要項

　　　　（１）．ｿﾌﾄは、以下のような各処理画面を作成し、ﾒﾆｭｰで　その画面を開き処理します。

　　　･　ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面

　　　･　条件設定画面

　　　･　試験測定画面

　　　･　ﾃﾞｰﾀ再表示　＆　印刷画面

　　　･　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ他、登録画面

　　a).ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面

　　　　ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面で(1)のﾀｽｸﾒﾆｭｰの選択を行い、各処理画面を開きます。

　　b).条件設定画面

　　　　測定実行時の流量条件やｸﾞﾗﾌ表示ｽｹｰﾙ条件、ﾜｰｸ属性 etc 等の設定とﾌｧｲﾙ名を付けて、

　　　条件ﾌｧｲﾙを作成します。

　　c).試験計測画面

　　　　条件ﾌｧｲﾙを指示して試験実行と、圧力、流量のｸﾞﾗﾌ表示や通気特性算出と、

　　　ﾌｧｲﾙ名を付してﾃﾞｰﾀ保存を行います。

　　　　又、ﾃﾞｰﾀのＣＳＶ形式へのﾌｧｲﾙ変換が出来る様に致します。ﾃﾞｰﾀについては

　　　固有ﾌｫｰﾏｯﾄでの印刷出力(1 種類)を行います。

　　d).ﾃﾞｰﾀ再表示＆印刷

　　　　保存しているﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの名のﾘｽﾄ表示を行います。又、そのﾘｽﾄよりﾌｧｲﾙをﾃﾞｰﾀやｸﾞﾗﾌの

　　　再表示や印刷を行います。

　　　　ﾌｧｲﾙの削除機能も持たせます。

　　e).ﾊﾟﾗﾒｰﾀ他、登録画面

　　　　試験やｾﾝｻ類の固有ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定や保存を行います。

（２）．各画面と操作要項

　　　･（１）の　a) ～ e)の画面ｲﾒｰｼﾞと操作要項は、以下の様です。

    1).ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面

ﾌｨﾙﾀｰ通気抵抗測定装置

　　　

       <メイン　メニュー>

　　　 条　件　設　定

　　　 試　験　計　測

　　　

　　　ﾃﾞｰﾀ再表示＆印刷

　　　 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ　登　録

　　　  終　　　  了

･　ﾊﾟｿｺﾝの電源を ON すると、OS　Windows98 の

　ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ画面が開かれます。本ｿﾌﾄのｱｲｺﾝを

　ﾏｳｽｸﾘｯｸで左図のﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面を開きます。

･　ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの各ﾎﾞﾀﾝをﾏｳｽｸﾘｯｸで各処理画面に

入ります。各画面には、このﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻る

ｻﾌﾞﾒﾆｭｰを開きます。

･　“終了”をﾏｳｽｸﾘｯｸすると本ｿﾌﾄを終了し、

　ＯＳのﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ画面に戻ります。
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（２）．条件設定画面

　　　　 b).ｸﾞﾗﾌｽｹｰﾙは、試験時のｸﾞﾗﾌのＸ、Ｙ軸の名

　　　  　これは、試験画面でも変更できます。(Ｘ軸

　　　･　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“ﾌｧｲﾙ”の“条件ﾌｧｲﾙ名”は、この

“条件ﾌｧｲﾙ名ﾘｽﾄ”は、図①のようなﾘｽﾄを表示

“上書き保存”、“名前を付けて保存”で条件ﾌｧ

　　　･　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“画面印刷”で本画面の画面印刷を

　　　･　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“ﾒｲﾝﾒﾆｭｰﾍ”でﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面に戻りま

図①

条件ﾌｧｲﾙ名

条件ﾌｧｲﾙ名ﾘｽﾄ　＊

上書き保存

名前を付けて保存

【条件ﾌｧｲﾙ名ﾘｽﾄ】
ﾌｧｲﾙ　画面印刷　前画面へ

　　　　ﾌｫﾙﾀﾞｰ名 XXXXXX 　　

　　　　ﾌｧｲﾙ名　XXXXXXXXXXX 　

　　　　　作成日　XXXX 年 XX 月 X

           

          XXXXXX.DAT

          XXXXX.DAT

　　　　　XXXXX.DAT

　　　　　XXXXXXXX.DAT

　　　　　XXXXXXXX.DAT

          XXXXXX.DAT

          XXXXXXX.DAT

読出

削除
ﾌｧｲﾙ数

　XX

(ｲ)

条件ﾌｧｲﾙ名

条件ﾌｧｲﾙ名ﾘｽﾄ　*

上書き保存

名前を付けて保存

【条件設定】
ﾌｧｲﾙ　　画面印刷　　試験計測画面ﾍ　　ﾒｲﾝﾒﾆｭｰﾍ

･条件ﾌｧｲﾙ名 　　　　　　　　

ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ

≪条件設定≫

流量 圧力規格値

U XX.XX XX.XX1
X.XXX

D XX.XX XX.XX

U2

D

U3

D

U4

D

U5

D

　　≪ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ条件≫

　<ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ>

　　XX sec

　<ｸﾞﾗﾌｽｹｰﾙ> (log ｽｹｰﾙ)

流量(Max)

 (l/min)

圧力(Max)

 (kPa)

　　X.XX 　　XX.XX
･　本画面で、試験計測用の条件の

設定と、条件ﾌｧｲﾙとしての保存を

行います。

･　ﾜｰｸ名(16 文字 Max)、ﾜｰｸ属性

(32 文字 Max)について文字入力出来

ます。

･　測定信号条件やｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ条件に

ついて設定します。

a).ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｲﾝﾀｰﾊﾞﾙは、0.05、0.1、

　0.2、0.5、1 秒程度からの選択と

　なります。
称　及び、各軸 Max 値を入力します。

…流量、Ｙ軸…圧力)

ﾌｧｲﾙの条件名を付けます。

し、条件ﾌｧｲﾙの読出、削除を行います。

ｲﾙを保存します。

行います。

す。

･条件画面からこのﾘｽﾄ画面に

入った場合は,条件画面に、

試験画面からの場合は,試験

画面に戻ります。

　　　

　　

X 日

･ ﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽにﾃﾞｰﾀが表示

 ｴﾘﾔ以上になった場合、

 ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰが表示されま

す.
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（３）．試験計測画面

　　･　本画面で試験計測とｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀのｸﾞﾗﾌ表示やﾃﾞｰﾀ表示、或いは、試験後、その試験の

　　　ﾃﾞｰﾀを固有ﾌｫｰﾏｯﾄで印刷を行います。

　　･　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ“ﾌｧｲﾙ”のｻﾌﾞﾒﾆｭｰ“条件ﾌｧｲﾙ名ﾘｽﾄ”をｸﾘｯｸすると図①の条件ﾌｧｲﾙ名のﾘｽﾄが

　　　表示され、そのﾘｽﾄに表示された条件ﾌｧｲﾙ名をﾏｳｽで１ヶ選択し、ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすることに

　　　より条件が読み出せます。

　　･　ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ名の欄には、今回のﾃﾞｰﾀを保存するﾌｧｲﾙ名を入力します。(試験後の入力も可。

　　　或いは､ﾌｧｲﾙの“名前を付けて保存”でも入力可。)

　　･　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの表示のｻﾌﾞﾒﾆｭｰで表示の単位系を mmH2O にするか Pa(ﾊﾟｽｶﾙ)にするか選択でき

　　　ます。

    ･ 今回の試験の Lot 数を入力出来ます。(ﾃﾞﾌｫﾙﾄは、１)(これを入力しておくと

　　　試験本数がﾛｯﾄ数まで到達すると自動的に試験終了致します。)

　　･　ﾎﾞﾀﾝの“条件表示”で、条件表示画面の(ｲ)の部分がｻﾌﾞ画面として表示できます。

(β1)

図③

条件ﾌｧｲﾙﾘｽﾄ

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ名

上書きﾃﾞｰﾀ保存

名前を付けて保存

図②

図② 【試　験】
ﾌｧｲﾙ　　ｸﾞﾗﾌ･単位･表示　　印刷　　条件設定へ　　ﾒｲﾝﾒﾆｭｰヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定日 XXXX 年 XX 月 XX 日

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ名　XXXXXXXXXXX‐XXXX

         現在値  　　　流量 X.XXX 　　　圧力 XX.XX

圧力

(kPa)

流量　(l/min)

ﾒｯｾｰｼﾞ

ｸﾞﾗﾌ

準備完

(α1)

Lot 終了

･条件ﾌｧｲﾙ名 XXXXXXXXX      設定

･流量圧力測定条件 条件表示    ﾛｯﾄ数

                           XXXX

(ﾛ)

ﾎﾟｰｽﾞ

図③ 【ｸﾞﾗﾌ･単位･表示】

  　単　　位

 kPa 　　　mmH2O

  グ ラ フ

個別

Lot(Max，Min)

Lot(平均)

Lot(分散)

≪測定結果判定≫

流量 圧力 判定

U1

D

U2

D

U3

D

U4

D

U5

D

総合判定　OK : NG U D

(β2)
(α2)



5

　･　ＰＣの準備が出来たら、準備完のﾎﾞﾀﾝを押します。

　　測定装置のｽﾀｰﾄﾎﾞﾀﾝが入ると、ﾊﾟｿｺﾝでﾏｽﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾗへの制御電圧を出力しながら計測を

　　始め、ｸﾞﾗﾌ表示や数値(現在値)表示を行って行きます。

　　測定終了は、ﾛｯﾄ設定数まで到達するか、ﾛｯﾄ終了ﾎﾞﾀﾝをおすことで行います。

　･　試験中ﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝを押すと試験は、ﾎﾟｰｽﾞ状態となり、その状態でもう 1 回ﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝを

　　押すと再開します。

　･　ｸﾞﾗﾌｽｹｰﾙは、試験後、(α1)、(α2)、(β1)、(β2)をそれぞれﾏｳｽでｸﾘｯｸの上、変更でき

　　ます。　　(ｸﾞﾗﾌｽｹｰﾙは、Ｘ，Ｙ共 Log ｽｹｰﾙと致します。)

　　(印刷は、変更した値のｸﾞﾗﾌで出力します。　印刷ﾌｫｰﾏｯﾄ例…次ﾍﾟｰｼﾞの図④)

　･　試験後、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ“ﾌｧｲﾙ”のｻﾌﾞﾒﾆｭｰ“上書き保存”もしくは、“名前を付けて保存”で

　　ﾃﾞｰﾀをﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸに保存します。

　･　試験後、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“ｸﾞﾗﾌ･単位･切換”でｸﾞﾗﾌの表示ﾀｲﾌﾟを選択できます。ｸﾞﾗﾌの

　　表示ﾀｲﾌﾟは、個別、ﾛｯﾄ(Max,Min)、ﾛｯﾄ(平均)、ﾛｯﾄ(分散)の何れかの選択となります。

　　　(ﾃﾞﾌｫﾙﾄは、“個別”)

　　　尚、ﾛｯﾄの平均とﾛｯﾄの分散については、圧力の計算値を測定結果表示の圧力の欄を用いて

　　表示します。

　　　ﾛｯﾄの“最大,最小”の場合は、ｸﾞﾗﾌは,通気上向き(Ｕ)、通気下向き(Ｄ)のそれぞれに

　　ついての最大、最小を求めますので４本のｸﾞﾗﾌとなります。(ｸﾞﾗﾌの流量側のｽﾃｯﾌﾟ値は、

　　条件の設定値を用いてｸﾞﾗﾌ表示しています。)

　･　ｸﾞﾗﾌ表示後、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“ﾌｫｰﾏｯﾄ印刷”で現在、表示しているｸﾞﾗﾌﾀｲﾌﾟの印刷出力を行い

　　ます。 (印刷ﾌｫｰﾏｯﾄは、図④参照)

　･　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“条件設定”で条件設定画面を開きます。

　･　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“ﾒｲﾝﾒﾆｭｰﾍ”でﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面に戻ります。

フィルター通気抵抗特性データ
･試験日　1999 年 02 月 21 日

･ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ名　XXXXXXX　　連続 XXXX 　　　

　　　

　　ｸﾞﾗﾌﾀｲﾌﾟ 　　　　

･測定結果ﾃﾞｰﾀ

(試験画面(ﾛ)の

内容)･測定条件

条件設定画面

の(ｲ)の内容

ｸﾞﾗﾌ

図④

ｸﾞﾗﾌﾀｲﾌﾟ



（４）．ﾃﾞｰﾀ再表示＆印刷画面

【データ再表示＆印刷】
ﾌｧｲﾙ　 画面印刷　 ﾒｲﾝﾒﾆｭｰﾍ

　　　　ﾌｫﾙﾀﾞｰ名 XXXXXX 　　　　　

　　　　ﾌｧｲﾙ名　XXXXXXXXXXX 　　　

　　　　　作成日　XXXX 年 XX 月 XX 日

          XXXXXX.DAT

          XXXXX.DAT

　　　　　XXXXX.DAT

　　　　　XXXXXXXX.DAT

　　　　　XXXXXXXX.DAT

          XXXXXX.DAT

          XXXXXXX.DAT

読出

削除

CSV 変換

ﾌｧｲﾙ数

　XX

･ ﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽにﾃﾞｰﾀが表示

 ｴﾘﾔ以上になった場合、

 ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰが表示されま

す.

判定表示

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

　先
【判定表示画面】
6

判定 NG 時の上下

ＯＫ

ＮＧ Ｕ

ＯＫ

ＯＫ

ＮＧ Ｄ

ＮＧ Ｕ，Ｄ

ＯＫ

ＯＫ

ＮＧ Ｕ

ＯＫ

ＮＧ Ｕ

ＯＫ

ＯＫ

ＮＧ Ｄ

ＮＧ Ｕ，Ｄ

ＯＫ

ＯＫ

ＮＧ Ｕ

ＯＫ

ＮＧ Ｕ

頭番号　XXXX
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　　･　本画面でﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸに保存された、ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの再表示や印刷を行います。

　　･　本画面を開くと今までに行った試験計測ﾃﾞｰﾀ結果ﾌｧｲﾙの一覧がﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽに表示されます。

　　･　表示されたﾌｧｲﾙ名から 1 ヶのﾌｧｲﾙを選択し、ﾃﾞｰﾀの再表示が出来ます。

　　　ﾌｧｲﾙの読出しは、ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“ﾌｧｲﾙ”の‘読出’、又は、選択したﾌｧｲﾙをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸする

　　　ことにより読出します。

　　　　ﾃﾞｰﾀの表示は、試験計測画面の様式でｸﾞﾗﾌやﾃﾞｰﾀの再表示を行います。

　　･　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“ﾌｧｲﾙ”のｻﾌﾞﾒﾆｭｰの“削除”で選択したﾌｧｲﾙの削除が出来ます。

　　･“判定表示”のﾎﾞﾀﾝをﾏｳｽｸﾘｯｸで選択したﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの各ﾜｰｸの判定(OK／NG)表示をﾘｽﾄ形式で

　　　行います。ＮＧ場合、その不良は、通気が上向き側か、通気が下向き側で発生したかを

　　　Ｕ，Ｄの記号で表示時ます。

　　　　本ﾘｽﾄは、ｽｸﾛｰﾙでき、又、“先頭番号”を入力することで、表示の先頭を指示できます。

　　･　ﾃﾞｰﾀの“CSV 変換”で選択したﾌｧｲﾙの CSV 変換し、所定のﾌｫﾙﾀﾞｰに保存します。

　　　　(ﾌｫﾙﾀﾞｰ名は、“CSV ﾌｧｲﾙﾌｫﾙﾀﾞｰ”)

　　　　1).試験条件

2).ﾛｯﾄの最大値、最小値

3).ﾛｯﾄの平均値

4).ﾛｯﾄの分散値

5).ﾛｯﾄの各ﾜｰｸの値等が含まれます。

　　･　再表示した画面か、或いは、本画面での選択したﾌｧｲﾙの固有ﾌｫｰﾏｯﾄでの印刷ができます。

(1 種類)

　　･　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“画面印刷”  …　この画面の画面印刷をします。

    　ﾌｫﾏｯｰﾄ印刷は、試験画面を呼び出しﾒﾆｭｰﾊﾞｰのﾒﾆｭｰで行います。

    ･  ﾒﾆｭｰﾊﾞｰの“ﾒｲﾝﾒﾆｭｰﾍ”でﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻ります。

（４）．ﾊﾟﾗﾒｰﾀ他、登録画面

　　　　･　“画面印刷”でこの画面の画面印刷を行います。

･　“ﾒｲﾝﾒﾆｭｰﾍ”でﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面に戻ります。

以上

【パラメータ登録】
画面印刷　ﾒｲﾝﾒﾆｭｰﾍ

　　　　センサ仕様

･圧  　力 XX～XX  Pa　  (4mA ～ 20mA)

･流  　量 XX～XX  l/min (0V  ～  5V)

･流量制御出力 XX～XX  l/min (0V  ～  5V)

･予　　備 XX～XX  　　　(    ～    )

                      登録(保存)

･　本画面でｾﾝｻ容量や制御出力のﾊﾟﾗﾒｰﾀを

登録します。

･　入力欄をﾏｳｽｸﾘｯｸすると入力ﾎﾞｯｸｽが表示させ

その中に入力します。

･　全ての入力終了後、登録ﾎﾞﾀﾝ ON でﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ

の登録ﾌｧｲﾙに保存致します。以降、変更する

まで、その値が本ｿﾌﾄ立上げ時に読込まれ

ます。


